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鹿児島県立図書館鹿児島県立図書館の“今（ナウ）”をお知らせし，図書館と利用者を結ぶ情報紙です。

１ 趣旨

本館所蔵の貴重資料の中から，これまで紹介できなかった資料を中心に展示するとともに，展

示資料に関連する図書資料を案内して，利用者の生涯学習を支援します。

２ 期間（日程）

平成29年１月27日(金)から２月24日(金)まで

午前９時から午後９時まで（但し，日・祝日は午前９時から

午後５時まで）

３ 会場

県立図書館１階正面玄関ロビー

４ 展示内容

玄関ロビーに，実物大の複製を(1) 旧薩藩御城下絵図……

展示します。

(2) 貴重資料展の概要

(3) 幕末に活躍した人物の説明

(4) 幕末の重要な建造物の説明

(5) その他

５ 問合せ先

県立図書館資料課 TEL 099-224-9515 FAX 099-224-5824

「オッノコンボ」について

「鹿児島に伝わる風習やしきたりについて調べたい，中でも『オッノコンボ』について知りた

い」と先日カウンターで尋ねられました。みなさんは御存知ですか。

オッノコンボとは「起き上がり小法師」のことで，高さは一寸ほどの小さなダルマです。以前は

毎年３月初旬の初市で売られていて，買って帰り，家の台所の隅に奉ってある大黒さまの神棚に並

べ，家内安全や安産を祈願したそうです。今でも，２月に行われる照國神社縁起初市等で売られて

います。オッノコンボについての記述は，「用と美－南日本の民芸－」（南日本新聞社 編）や

「ＭＢＣクォータリー 第48号」（南日本放送 編）「かごしま文化の表情第１集民具・民芸

品編」（鹿児島県県民福祉部県民生活課 編）などの資料にあります。

《一般書》１月１３日（金） 《児童書》１月２２日（日）

○『あくしゅかい』 村上しいこ/文 青山友美/絵 BL出版

○『サバンナのいちにち』 斉藤洋/作 高畠純/絵 講談社

○『さざ虫』 松沢陽士/写真・文 フレーベル館

○『月はぼくらの宇宙港』 佐伯和人/作 新日本出版社

○『研究するって面白い！』 伊藤由佳理/編著 岩波書店

○『あひる』 今村夏子/著 書肆侃侃房

○『クローバーナイト』 辻村深月/著 光文社

○『よいひかり』 三角みづ紀/著 ナナロク社

○『たとえる技術』 せきしろ/著 文響社

〇『新聞大学』 外山滋比古/著 扶桑社
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１ 宝本エピソード展

昨年の12月６日(火)から開催しています「宝本エピ

ソード展」が終了間近となりました。１月20日(金)ま

で305点のエピソードを展示していますので，是非，御

覧ください。

２ 一般閲覧室ミニ展示 １月４日(水)～１月31日(火)

「はじめよう，芸術のある生活」

絵，書，写真，音楽など，生活を

彩る芸術に触れたり，自分で始めた

りするための本を紹介します。

３ 児童文化室ミニ展示 １月24日(火)～２月22日(水)

「世界の国から『こんにちは』！」

洋書や英訳された本，外国の文化

を学ぶことができる本を紹介します。

県立図書館に届いた

図書館カレンダー

*ヒント*

○ 開 館 時 間 火 曜 日 ～ 土 曜 日：９時～21時あかいくだものだよ！

※ 児童文化室は19時まで

日曜日・祝日（ ）: ９時～17時

休館日。は，

は，学習室のみ開室（９時～17時）。

は，おはなしのじかん（毎週水曜日 15時30分～16時）。★

は，土曜版おはなしのじかん（第３土曜日 14時～）。◆

は，一般閲覧室新着図書の日（１月31日,２月15日【予定】）。

は，児童文化室新着図書の日（１月22日）。

絵本『おべんとう』（小西英子／さく 福
え ほん こ に し え い こ ふ く

音館書店）からのクイズです。
いんかん し よ てん

おべんとうばこに，ごはん，そしておいし
そうなおかずがたくさん！
さて，さいごにいれられたデザートはなん

でしょうか？

答え，自分の名前，利用者カード番号を書いて，児童文化
こた じ ぶん な まえ り ようしや ばんごう か じ どうぶん か

室にある箱に，2月１４日（火）までに入れてください。正
しつ はこ がつ にち か い せい

解者のなかから抽選で２０人にしおりなどのプレゼントを
かいしや ちゆうせん にん

差し上げます。
さ あ

前回の答えは「とりのす」でした。たくさんの御応募あり
ぜんかい こた ご おう ぼ

がとうございました。

今回紹介していただいた宝本は，森 絵都 著の「リズム」（講談社）です。

「リズム」は，私が中学１年生の時に出会った本です。本の主人公が中学生で，私と共感

できるところもたくさんあり，読みながら，笑ったり，泣いたりした本です。

中学生になって悩み事が増え，落ち込んだ時，この本の「自分らしさ」や「リズム」という言

葉がとても印象に残りました。私の気持ちを言葉で表現してあり，読むたびにとても励まされ

ます。この本はいつも私自身を励ましてくれる宝本です。

先日対応した調査相談カウンターでのことで

す。「嚥下機能」について書いてある本をお探し

の方に医療福祉支援コーナーを御案内しました。

数冊を興味深く御覧になって帰られました。

数日後，もう一度来館されました。実は在宅介

護をされており，食べ物が飲み込みづらい人への

対処法を相談されました。イラスト付きで事例に

沿った内容の図書を，一緒に探すことにしまし

た。その中の１冊に載っていたイラストが役立つ

とおっしゃいました。

「じっくり本を読んだら，もっと役に立つことが

書いてあるのはわかっているが，なかなか余裕が

なく，今日もようやく時間を見つけて相談に来

た」とのこと。図書館での調査相談や図書を活用

することで，少しでも課題の解決につながればい

いなと感じた出来事でした。


